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　2022年に創立140周年を迎えた“私学の雄”早稲田
大学は、創立150周年に向けて2012年に策定された

“WASEDA VISION 150”のもと、「研究の早稲田」「教
育の早稲田」「貢献の早稲田」を3本の柱に、「世界で輝く
WASEDA」へと着実に歩みを進めています。
　その原動力の一つが、グローバルエデュケーションセン
ターを中心に提供される全学部共通の教育プログラム。大
学での学びを有意義なものにするための多彩な教育が展開
され、卒業後を見据えたスキルの修得にも励むことができ
ます。さらには、各分野での最先端の研究活動や国際交流
などを通じて、「たくましい知性」と「しなやかな感性」
そして「ひびきあう理性」を身につけられるのが早稲田大
学です。

世
界
が
直
面
す
る
難
題
に
立
ち
向
か
う

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
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現
代
に
息
づ
く
建
学
の
精
神

揺
る
ぎ
な
き
早
稲
田
イ
ズ
ム

　

早
稲
田
大
学
の
田
中
愛
治
総
長
が
重
視

す
る
の
は
、「
世
界
で
輝
く
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ
」

の
実
現
に
向
け
て
、「
研
究
の
早
稲
田
」

「
教
育
の
早
稲
田
」「
貢
献
の
早
稲
田
」
を

３
本
の
柱
と
し
て
拡
充
・
推
進
す
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
ら
は
、
創
設
者
・
大
隈
重
信

が
建
学
の
理
念
に
掲
げ
た
「
学
問
の
独

立
」「
学
問
の
活
用
」「
模
範
国
民
の
造
就
」

と
い
う
「
三
大
教
旨
  （1）

」
を
そ
の
源
流
と

し
て
い
ま
す
。

　
「
学
問
の
独
立
」
に
込
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
人
類
の
役
に
立
つ
「
研
究
の
早
稲

田
」
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
世
界
に
貢

献
す
る
学
問
を
進
め
る
こ
と
。
そ
し
て
大

隈
重
信
は
、
学
問
を
学
問
の
た
め
だ
け
に

行
う
の
で
は
な
く
、
社
会
の
た
め
に
役
立

て
る
こ
と
、
社
会
貢
献
に
学
問
を
活
用
す

る
大
切
さ
を
説
き
ま
し
た
。
早
稲
田
大
学

と
い
う
教
育
機
関
に
お
け
る
「
学
問
の
活

用
」
と
し
て
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は

「
教
育
」。
世
界
に
貢
献
す
る
研
究
・
学
問

を
推
し
進
め
、
そ
の
成
果
を
「
教
育
」
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
で
人
材
育
成
に
励
む
こ

と
を
重
ん
じ
る
か
ら
こ
そ
、「
教
育
の
早

も
明
確
な
解
決
策
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
求
め
ら
れ
る
の
が
、『
た
く
ま
し
い
知

性
』
と
『
し
な
や
か
な
感
性
』
を
養
い
、

他
者
の
考
え
や
意
見
に
耳
を
傾
け
、
そ
の

う
え
で
自
分
の
意
見
も
述
べ
て
、
互
い
の

思
考
を
高
め
あ
う
『
ひ
び
き
あ
う
理
性
』

を
育
む
本
学
の
教
育
な
の
で
す
」

挑
戦
し
続
け
る
た
く
ま
し
さ

多
様
性
を
認
め
る
し
な
や
か
さ

　

早
稲
田
大
学
が
掲
げ
る
「
た
く
ま
し
い

知
性
」
と
は
、
誰
も
正
解
を
知
ら
な
い
人

類
の
課
題
に
対
し
て
、
自
分
な
り
の
解
決

策
を
考
え
抜
く
こ
と
が
出
発
点
に
な
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
未
知
の
問
題
に
自
分
な
り
の
解
決
策

を
仮
説
と
し
て
示
し
、
そ
の
妥
当
性
を
エ

ビ
デ
ン
ス
（
根
拠
）
で
検
証
し
、
仮
説
の

妥
当
性
が
検
証
や
実
践
に
よ
っ
て
否
定
さ

れ
れ
ば
、
潔
く
失
敗
と
認
め
て
仮
説
を
再

構
築
す
る
気
力
が
大
切
で
す
。
た
と
え
失

敗
し
て
も
決
し
て
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、

稲
田
」
が
柱
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

加
え
て
大
隈
重
信
が
説
い

た
の
は
、「
模
範
国
民
の
造

就
」。〝
模
範
〟
た
る
国
民
像

と
し
て
掲
げ
た
の
は
、「
一

身
一
家
、
一
国
の
た
め
の
み

な
ら
ず
、
進
ん
で
世
界
に
貢

献
す
る
抱
負
が
無
け
れ
ば
な

ら
ぬ
」
と
い
う
こ
と
。
つ
ま

り
、
利
他
の
精
神
で
あ
り
、

「
貢
献
の
早
稲
田
」
の
根
幹

に
あ
る
理
念
で
す
。
現
代
に

お
い
て
も
研
究
活
動
や
学
問

の
活
用
は
社
会
へ
の
「
貢
献
」
で
あ
り
、

世
界
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
必
要

な
の
が
「
教
育
」。
早
稲
田
大
学
で
は
、

研
究
・
教
育
・
貢
献
の
理
想
的
な
連
関
を

体
現
す
べ
く
、
多
彩
な
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
早
稲
田
大
学
の
建
学
以
来
の

理
念
や
使
命
感
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
を
は
じ
め
、
現
代
の
グ

ロ
ー
バ
ル
課
題
に
対
峙
す
る
際
に
も
不
可

欠
な
ス
タ
ン
ス
だ
と
田
中
総
長
は
語
り
ま

す
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
も
た
ら
し

た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
人
類
に
と
っ
て
未

知
で
あ
り
、
い
ま
だ
正
解
の
見
え
な
い
難

題
で
す
。
同
様
に
、
地
球
の
温
暖
化
に
よ

る
気
候
変
動
、
地
球
上
の
人
口
爆
発
と
貧

富
の
格
差
の
拡
大
、
ま
た
核
を
持
つ
強
大

国
の
隣
国
へ
の
武
力
侵
略
な
ど
が
世
界
的

な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
ほ
か
、
日
本

国
内
で
も
少
子
高
齢
化
や
地
域
社
会
の
衰

退
が
進
行
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
は
ど
れ

（1） 三大教旨
　早稲田大学の建学の理念で、「学問の独立を
全うし、学問の活用を効し、模範国民を造就す
るを以て建学の本旨と為す」と謳っている。こ
のうち「学問の独立」については、「之が自由
討究を主とし、常に独創の研鑽に力め以て、世
界の学問に裨補せん事を期す」、「学問の活用」
については「学理を学理として研究すると共に、
之を実際に応用する道を講し以て、時世の進運
に資せん事を期す」と述べている。

（2） 多様な留学制度と異文化交流
　２週間程度の語学留学から、所定の要件を満
たせば卒業時に早稲田大学の学位と留学先大学
の学位の両方取得できるダブルディグリー・プ
ログラムまで、留学の目的、期間の長短など、
多様な選択肢から自分に適したプランを選ぶこ
とができる。一方、8300人を超える外国人学生
が早稲田で学んでおり、ICC（異文化交流セン
ター）では多彩なイベントを通して異文化理解
を深める場を提供している。

（3） グローバルエデュケーション
センター（GEC）

　学部を問わず、誰もが学べる体系化された全
学共通教育を展開しており、早稲田大学で学ぶ
ために身につけるべきスキルを提供し、世界の
いかなる場所、場面においてもグローバルな視
点で課題解決に貢献できる人間力・洞察力にあ
ふれた真のリーダーを育成することを目的とし
ている。

（4） 基盤教育
　大学で学問を学ぶために必須のアカデミック
ツールであり、社会に出ても知的職業に就く際
にも必須となる５つのツール。
アカデミック・ライティング：日本語の論理的

文章作成力・思考力
英語：英語の論理的文章作成力・発信力
データ科学：データに基づいて意思決定・論証

する力
数学：数学的な論理的思考力
情報：実践的なICT（情報伝達技術）の能力

（5） データ科学認定制度
　データ科学教育プログラムの一環として、
データ科学の学びに対する明確な目標を提示す
るために設置された認定制度。履修者のデータ
科学に関する能力を保証するために４つの級を
設置し、級ごとに到達目標を明示することで、
各学生の興味・関心に合わせたデータ科学を学
ぶ機会を提供する。各級の定める要件を満たし
た学生には、証明書が交付される。

試
行
錯
誤
を
経
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
続
け
て
い
く
姿
勢

が
『
た
く
ま
し
さ
』
の
真

髄
な
の
で
す
」

　

こ
の
と
き
、
次
の
一
手

を
導
き
出
す
き
っ
か
け
と

な
る
の
が
、
幅
広
い
教
養

や
気
づ
き
。
そ
れ
を
生
み

出
す
の
は
、
多
様
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
学

生
や
教
員
と
の
対
話
で
す
。

そ
の
点
、
早
稲
田
大
学
に

は
、
学
士
号
や
修
士
号
、

博
士
号
の
取
得
を
目
指
す

外
国
人
留
学
生
か
ら
、
交

換
留
学
や
短
期
留
学
な
ど

で
来
日
し
て
い
る
学
生
ま

で
、
総
勢
８
３
０
０
名
を

超
え
る
外
国
人
留
学
生
が

学
ん
で
い
ま
す
  （2）

。
多
様

な
価
値
観
を
持
つ
学
生
同

士
の
交
流
に
よ
っ
て
、
思

考
力
を
磨
く
こ
と
の
で
き

る
環
境
な
の
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
世
界
90
の
国
と
地

域
に
広
が
る
全
８
４
４
の

大
学
・
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
て
、
日
本
人
学
生
が
海
外
で
学
ぶ
こ
と

も
可
能
。
世
界
中
の
人
々
と
触
れ
合
い
な

が
ら
知
見
を
広
げ
、
深
め
る
こ
と
で
磨
か

れ
て
い
く
の
が
「
し
な
や
か
な
感
性
」
で
す
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
対
峙
す
る
際

に
は
、
多
様
性
を
認
識
し
、
受
容
し
た
上

で
解
決
策
を
提
示
し
な
け
れ
ば
独
善
的
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
自
分
と
は
異
な
る
国

籍
、
人
種
、
民
族
、
言
語
、
宗
教
、
文
化
、

信
条
、
身
体
的
障
が
い
、
性
別
、
性
的
志

向
性
の
人
々
と
交
流
を
重
ね
、
他
の
人
々

の
感
じ
方
や
考
え
方
を
知
ら
な
け
れ
ば
、

ど
ん
な
に
『
た
く
ま
し
い
知
性
』
で
考
え

た
解
決
策
も
世
界
の
人
々
に
は
納
得
さ
れ

な
い
の
で
す
」
と
、
田
中
総
長
。
だ
か
ら

こ
そ
、
世
界
中
の
人
々
が
納
得
し
た
上
で

幸
福
感
を
享
受
で
き
る
解
決
策
を
導
き
出

す
た
め
に
、「
た
く
ま
し
い
知
性
」
と

「
し
な
や
か
な
感
性
」
を
兼
ね
備
え
た
人

材
の
育
成
が
不
可
欠
な
の
だ
と
い
い
ま
す
。

文
理
を
問
わ
ず
重
視
さ
れ
る

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育

　

早
稲
田
大
学
で
「
た
く
ま
し
い
知
性
」

を
培
う
土
壌
と
な
る
の
は
、「
グ
ロ
ー
バ

ル
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｇ
Ｅ

Ｃ
）  （3）

」
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
た
全
学

部
共
通
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
の

う
ち
「
基
盤
教
育
  （4）

」
は
、
大
学
で
の
学

び
に
必
要
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ツ
ー
ル
の
修

得
を
目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、
実
社

会
に
出
て
か
ら
も
必
要
と
な
る
素
養
が
身

に
つ
く
複
数
の
科
目
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
日
本
語
の
「
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
は
、
日
本
語
を
母

語
と
す
る
学
生
が
、
日
本
語
を
論
理
的
に

書
く
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
目
的

で
す
。
世
界
の
ト
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
の
一
つ

と
し
て
名
高
い
ア
メ
リ
カ
の
イ
ェ
ー
ル
大

学
な
ど
で
は
、
多
く
の
学
生
に
と
っ
て
の

母
語
で
あ
る
英
語
で
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
授
業
が
１
年
生
の
必
修

に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
参
考
に
早
稲
田

大
学
で
は
日
本
語
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し

ま
し
た
。
ま
た
、
英
語
の
「Academ

ic 
W

riting

」
は
政
治
経
済
学
部
で
必
修
と

な
っ
て
お
り
、
英
語
で
論
理
的
に
発
信
す

る
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。
今
後
は
全
学
的

に
展
開
し
て
い
く
方
針
だ
と
い
い
ま
す
。

　

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

の
解
析
や
統
計
学
な
ど
を
扱
う
「
デ
ー
タ

科
学
入
門
」。
早
稲
田
大
学
で
は
２
０
１
７

年
に
「
デ
ー
タ
科
学
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
、
Ｇ
Ｅ
Ｃ
と
の
連
携
に
よ
っ
て
独
自
の

「
デ
ー
タ
科
学
認
定
制
度
  （5）

」
も
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
理
工
系
学
部
に

限
ら
ず
、
社
会
科
学
系
の
学
部
で
も
重
視

さ
れ
て
い
る
点
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
人
工
知
能
で
解
析
す
る

よ
う
な
場
合
、
肝
心
な
こ
と
は
解
析
結
果

を
ど
う
活
用
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
か
で

す
。
実
社
会
で
は
、
数
量
デ
ー
タ
の
解
析

結
果
を
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
用
い
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
政
策

立
案
に
落
と
し
込
む
こ
と
も
そ
の
一
例
。

政
治
や
経
済
、
法
律
な
ど
に
関
す
る
専
門

知
識
と
絡
め
な
が
ら
の
デ
ー
タ
活
用
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
「
デ
ー
タ
科
学
入
門
」
を
は
じ
め

と
し
た
デ
ー
タ
科
学
関
連
科
目
は
、
１
学

年
約
８
９
０
０
名
の
学
生
の
う
ち
、
約

５
９
０
０
名
が
履
修
し
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
自
分
の
学
部
で
デ
ー
タ
関
連
科
目
を

履
修
す
る
理
工
系
学
部
の
学
生
が
約

１
６
０
０
名
い
る
た
め
、
実
質
的
に
は
約

グローバルエデュケーションセンターの教育プログラム

早稲田大学　

・人文社会科学
・自然科学
・国際教育
・日本語教育
・保健体育

・アカデミック・ライティング
・英語
・データ科学
・数学
・情報

言語教育 基盤教育

・キャリア形成
・ダイバーシティ
・地域連携
・ビジネス創出
・ボランティア
・リーダーシップ

・英語教育
・英語以外の多言語教育
　（26言語）

人間的
力量育成

リベラル
アーツ教育

107 卓越する大学 早稲田大学 106



早稲田大学　

７
５
０
０
名
が
デ
ー
タ
科
学
教
育
を
受
け

て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
科
学
に
対
す
る
早
稲

田
大
学
の
注
力
度
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
部
学
科
に
応
じ
た

文
理
融
合
型
教
育
を
展
開

　

一
般
的
に
デ
ー
タ
科
学
で
は
数
学
的
な

素
養
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
が
、
早
稲
田
大

学
の
文
系
型
３
教
科
入
試
で
の
合
格
者
で

も
、
入
学
後
の
「
基
盤
教
育
」
で
数
学
の

基
礎
を
学
べ
ば
十
分
に
対
応
可
能
だ
と
い

い
ま
す
。
た
だ
し
、
政
治
経
済
学
部
で
は
、

２
０
２
１
年
度
入
試
か
ら
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
で
の
「
数
学
Ⅰ
・
数
学
Ａ
」
が
必

須
と
な
り
ま
し
た
。
文
系
学
部
に
お
い
て

数
学
利
用
入
試
が
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
は
想

定
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
志
願
者
は
約
３

割
減
り
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
合
格
者
の
レ

ベ
ル
は
向
上
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
入
学
後
の
数
学
系
科
目
は
、

「
基
盤
教
育
」
で
も
設
け
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
政
治
経
済
学
部
で
は
全
学
科
共
通
で

「
統
計
学
入
門
」
を
必
修
と
し
、
学
科
別

で
は
経
済
学
科
が
「
経
済
数
学
入
門
」、

国
際
政
治
経
済
学
科
は
「
統
計
学
入
門
」

「
経
済
数
学
入
門
」「
ゲ
ー
ム
理
論
」
が
必

修
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
低
で
も
高
校
の

「
数
学
Ⅰ
」
程
度
の
理
解
度
は
必
要
だ
と

い
い
ま
す
が
、
大
切
な
こ
と
は
数
学
力
の

高
さ
と
い
う
よ
り
も
、〝
高
校
時
代
に
数

学
を
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
こ
と
〟
だ
と
田
中

総
長
。〝
た
く
ま
し
く
〟
学
び
続
け
る
意

識
を
高
校
時
代
か
ら
持
っ
て
お
く
こ
と
が
、

大
学
で
の
飛
躍
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。

　
「
企
業
か
ら
官
庁
、
自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ま
で
、
実
社
会
に
出
れ
ば
デ
ー
タ
科
学
に

基
づ
く
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
ド
の
議
論
が

求
め
ら
れ
る
た
め
、
数
学
的
な
素
養
は
必

要
不
可
欠
で
す
。
例
え
ば
、
統
計
は
数
字

を
俯
瞰
し
た
上
で
帰
納
的
に
パ
タ
ー
ン
を

見
出
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
踏
み
ま
す
が
、

い
わ
ゆ
る
純
粋
数
学
は
演
繹
的
な
論
理
的

思
考
力
を
育
む
も
の
で
す
。
こ
の
思
考
プ

ロ
セ
ス
が
求
め
ら
れ
る
の
は
法
学
部
で
す

が
、
多
く
の
法
学
部
生
が
、
基
盤
教
育
の

『
数
学
基
礎
プ
ラ
ス
』
を
履
修
し
て
い
ま

す
。
数
学
の
論
理
性
と
法
の
論
理
に
は
共

通
項
が
あ
り
、
数
学
を
学
ぶ
こ
と
で
法
の

学
び
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

献
す
る
と
い
う
視
野
を
持
ち
、
未
知
の
課

題
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
自
体
が
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
資
質
な
の

で
あ
り
、
職
業
や
居
住
地
が
問
題
な
の
で

は
な
い
の
で
す
」

研
究
拠
点
か
ら
文
化
拠
点
ま
で

多
彩
な
施
設
を
整
備

　

早
稲
田
大
学
の
動
向
と
し
て
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
面
の

整
備
で
す
。
２
０
２
０
年
に
は
、
産
学
連

携
で
の
最
先
端
の
研
究
拠
点
と
な
る
「
リ

サ
ー
チ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
  （6）

」

が
誕
生
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
か
ら
応
用
化

学
分
野
ま
で
、
多
彩
な
研
究
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
学
部
の
新
校
舎

の
竣
工
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で

早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
と
す
る
政
治

経
済
学
部
、
法
学
部
、
教
育
学
部
、
商
学

部
、
社
会
科
学
部
、
国
際
教
養
学
部
の
６

学
部
す
べ
て
が
、
新
校
舎
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

理
工
３
学
部
が
集
結
す
る
西
早
稲
田
キ
ャ

ン
パ
ス
も
大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画

が
進
行
中
で
す
。

　

ま
た
、
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
隈

を
、
学
生
自
身
が
認
識
し
て
く
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
」

　

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
も
数
学
も
、
文
理

融
合
型
教
育
の
カ
ギ
と
し
て
語
ら
れ
る
こ

と
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
早
稲
田
大
学
で

は
「
エ
ビ
デ
ン
ス
の
提
示
」
や
「
論
理
性

の
構
築
」
と
い
っ
た
、
学
部
に
応
じ
た
学

び
の
意
義
が
明
確
に
示
さ
れ
る
こ
と
で
、

学
生
の
学
修
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維

持
と
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
「
昨
今
、
各
方
面
で
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
に
直
結
す
る
よ
う
な
デ
ー

タ
科
学
に
対
応
す
る
学
び
や
、
コ
ロ
ナ
禍

の
よ
う
な
正
解
の
な
い
問
題
に
自
分
な
り

の
解
決
策
を
仮
説
と
し
て
提
示
し
、
そ
の

仮
説
を
検
証
し
て
い
く
と
い
う
学
び
は
、

高
校
ま
で
は
あ
ま
り
経
験
し
な
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、
大
学
の
４
年
間

を
遊
び
の
楽
園
と
し
て
捉
え
る
風
潮
が

残
っ
て
い
る
こ
と
で
、
日
本
の
国
際
競
争

力
が
落
ち
込
ん
で
き
て
い
る
の
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
打
破
す
る
第
一

歩
が
本
学
の
基
盤
教
育
で
あ
り
、
文
理
融

合
の
学
び
と
各
学
部
で
の
専
門
性
の
向
上

を
通
じ
て
、
学
生
の
力
を
伸
ば
し
て
い
く

こ
と
が
本
学
の
責
務
な
の
で
す
」

グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
覚
は
国
内
外
の

多
様
な
シ
ー
ン
で
発
揮
さ
れ
る

　

文
理
融
合
型
教
育
の
推
進
を
は
じ
め
、

田
中
総
長
に
よ
る
大
学
改
革
か
ら
は
、
よ

り
望
ま
し
い
高
大
連
携
へ
の
思
い
も
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
大
学
で

文
理
融
合
型
の
教
育
が
加
速
す
れ
ば
、
高

研
吾
氏
の
設
計
に
よ
っ
て
「
国
際
文
学
館

（
村
上
春
樹
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）」
が

２
０
２
１
年
秋
に
開
館
。
１
９
７
５
年
に

文
学
部
を
卒
業
し
た
世
界
的
な
作
家
で
あ

る
村
上
春
樹
氏
の
著
書
や
評
論
の
ほ
か
、

世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
で
書
か
れ
た
同

氏
の
作
品
に
対
す
る
書
評
な
ど
も
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
在
学
中
は
「
坪
内
博
士
記

念
演
劇
博
物
館
」
の
図
書
室
で
戯
曲
の
脚

本
を
読
ん
で
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た
と

い
う
村
上
氏
。
国
際
文
学
館
は
そ
の
建
物

に
隣
接
す
る
校
舎
に
入
っ
て
い
ま
す
。
も

と
も
と
あ
っ
た
校
舎
を
建
て
直
す
の
で
は

な
く
、
改
築
す
る
こ
と
に
し
た
の
は
、

〝
在
学
中
の
空
気
感
〟
を
残
す
た
め
だ
っ

た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
改
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
政
治

経
済
学
部
の
卒
業
生
で
あ
り
株
式
会
社

フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
代
表
取
締
役

会
長
兼
社
長
の
柳
井
正
氏
が
「
早
稲
田
大

学
が
本
格
的
に
日
本
文
化
の
魅
力
を
国
際

発
信
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
」
と
改
築
費

用
の
全
額
に
当
た
る
12
億
円
を
寄
付
。
早

稲
田
大
学
同
窓
生
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い

母
校
愛
や
結
束
力
が
伝
わ
っ
て
く
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
い
え
ま
す
。

校
で
の
文
理
の
縦
割
り
に
よ
る

弊
害
も
解
消
で
き
る
の
で
は
な

い
か
」
と
、
田
中
総
長
。
大
学

入
試
が
文
系
型
と
理
系
型
に
分

か
れ
る
が
ゆ
え
に
、
高
校
で
の

進
路
指
導
も
文
理
に
分
か
れ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
文
系
で

も
大
学
入
学
後
に
数
学
を
含
め

た
幅
広
い
基
礎
学
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
で
、
大
学
で
の
学
び

を
よ
り
有
意
義
に
進
め
ら
れ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

教
育
学
部
で
は
２
０
２
３
年

度
の
入
試
か
ら
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

で
の
５
教
科
型
を
導
入
。
ま
た
、
早
稲
田

大
学
で
は
、
理
工
系
学
部
は
数
学
必
修
で
、

既
に
ど
の
文
系
学
部
の
入
試
で
も
数
学
を

選
択
し
て
受
験
で
き
ま
す
。
高
校
時
代
に

得
意
な
科
目
や
興
味
の
あ
る
科
目
に
応
じ

て
学
部
・
学
科
を
絞
り
込
む
の
で
は
な
く
、

文
系
志
望
で
も
数
学
が
得
意
な
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
数
学
力
を
活
か
し
て
受
験
す
る

こ
と
が
で
き
、
合
格
の
可
能
性
も
広
が
る

の
で
す
。

　

ま
た
、
早
稲
田
大
学
の
特
徴
的
な
入
試

方
式
と
し
て
は
、「
地
球
探
究
・
貢
献
入

試
〈
旧
名
称
：
新
思
考
入
学
試
験
（
地
域

連
携
型
）〉」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
地

域
振
興
へ
の
貢
献
を
目
指
す
受
験
生
向
け

の
入
試
方
式
で
あ
り
、
最
終
選
考
で
は
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
基
準
を
超
え
れ
ば

合
格
。
入
学
後
は
、
地
方
活
性
化
に
向
け

た
学
部
横
断
型
の
ゼ
ミ
を
設
け
、
現
在
は

法
学
部
・
商
学
部
・
文
化
構
想
学
部
・
文

学
部
・
人
間
科
学
部
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

〝
し
な
や
か
〟
な
対
応
力
が
光
る

サ
ポ
ー
ト
体
制

　

地
方
出
身
学
生
が
３
割
、
外
国
人
留
学

生
も
多
い
早
稲
田
大
学
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
端
緒
の
２
０
２
０
年
２
月
に
、
８
０
０

人
以
上
が
同
時
受
講
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
シ
ス
テ
ム
の
ラ
イ
セ
ン
ス
２
０
０
０

本
を
購
入
。
ま
た
、
１
人
10
万
円
の
緊
急

支
援
金
の
約
５
億
円
の
給
付
を
実
施
す
る

な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
迅
速
な
対
応
が
注

目
を
集
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
古
い
校
舎

の
空
調
機
器
の
入
れ
替
え
で
約
７
・
５
億

円
、
合
計
で
約
12
・
５
億
円
の
予
算
を
コ

ロ
ナ
対
策
に
投
入
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
計
急
変
時
に
適
用
さ
れ
る
学

費
減
免
の
奨
学
金
枠
を
80
名
か
ら
２
０
０

名
に
拡
大
す
る
な
ど
、
経
済
面
で
の
学
生

支
援
を
強
化
し
つ
つ
、
精
神
面
で
の
ケ
ア

に
も
注
力
。
２
０
１
７
年
に
設
置
さ
れ
た

「
Ｇ
Ｓ
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
）
セ
ン
タ
ー
  （7）

」
や
、「
保
健
セ
ン

タ
ー
」「
障
が
い
学
生
支
援
室
」
な
ど
で

相
談
対
応
を
行
い
、
多
様
な
学
生

の
悩
み
に
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。

　

盲
学
生
向
け
の
点
字
対
応
や
聾

学
生
向
け
の
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
な
ど
、

「
限
り
な
い
多
様
性
」
を
認
め
合

い
、
学
生
一
人
ひ
と
り
へ
の
対
応

に
全
力
を
尽
く
す
校
風
が
魅
力
の

早
稲
田
大
学
。
ま
た
、
学
業
に
お

け
る
サ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
体
育
各
部
は
44
部
、
学
生

サ
ー
ク
ル
は
公
認
団
体
だ
け
で
も

約
５
０
０
団
体
が
存
在
し
て
お
り
、

そ
れ
だ
け
学
生
の
ニ
ー
ズ
が
多
様

で
あ
り
、
そ
れ
に
応
え
る
体
制
が
で
き
て

い
る
の
で
す
。
し
か
も
、
す
べ
て
の
学
生

が
対
等
で
あ
り
、
学
生
全
員
に
居
場
所
が

あ
る
こ
と
も
早
稲
田
大
学
の
強
み
だ
と
田

中
総
長
は
語
り
ま
す
。

　
「
早
稲
田
大
学
が
主
眼
に
置
い
て
い
る

の
は
、
社
会
に
出
て
役
に
立
つ
人
材
、
人

類
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
23
テ
ー
マ
か
ら

学
べ
る
全
学
副
専
攻
制
度
  （8）

な
ど
も
活
用

し
な
が
ら
文
理
融
合
の
幅
広
い
資
質
を
身

に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学

ぶ
意
欲
の
高
い
学
生
向
け
に
は
、
総
額
で

約
36
億
円
と
な
る
独
自
の
奨
学
金
制
度
も

用
意
し
て
お
り
、
す
べ
て
が
返
済
不
要
の

給
付
型
で
す
。
こ
う
し
た
経
済
的
な
支
援

体
制
か
ら
、
多
様
な
教
員
陣
の
知
見
、
と

も
に
学
ぶ
仲
間
の
個
性
豊
か
な
顔
ぶ
れ
、

そ
し
て
学
び
を
深
め
る
た
め
の
充
実
し
た

設
備
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
リ
ソ
ー
ス
が

豊
富
な
早
稲
田
大
学
で
学
び
、
ぜ
ひ
世
界

に
資
す
る
人
材
へ
と
成
長
し
て
い
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

の
６
学
部
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

近
年
は
多
く
の
大
学
で
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

へ
の
注
力
が
進
み
、
早
稲
田
大
学
で
も
豊

富
な
海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
「
英
語
学

位
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｅ
Ｄ
Ｐ
）」、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｇ
Ｏ
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す
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パ
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で
学
び
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
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や
留
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な
ど
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経
験
を
積
ん
だ
上
で
、
地
元
の
企
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や
自
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体
に
Ｕ
タ
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ン
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る
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方

出
身
者
は
少
な
く
な
い
の
で
す
。

　
「
本
学
で
考
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
と
は
、
必
ず
し
も
有
名
な
国
際
機
関

や
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
だ
け
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
す
る
の
で
は
な
く
、
た
と
え
日
本
国
内

の
小
規
模
な
自
治
体
や
組
織
で
あ
っ
て
も

活
躍
で
き
る
人
材
で
す
。
世
界
人
類
に
貢

（6） リサーチイノベーションセンター
　2020年３月竣工。地上６階、地下２階、総床
面積１万7630m2。総工費100億円。世界最先端
の産学連携研究を実践する分野型のイノベー
ティブな活動を推進するほか、ベンチャー企業
など新産業の創出にも取り組む。また、「教育」

「研究」に次ぐ大学の第三の役割である「社会
的価値創造」の実現を目指す。産学連携のワン
ストップの窓口、研究推進・戦略、TLO（大学
の研究成果の民間企業への移転機関）、契約支援、
アウトリーチ機能など各種研究事業の支援を行
う。

（7） GS（ジェンダー・セクシュアリティ）
センター

　2017年４月、スチューデントダイバーシティ
センター内に、ジェンダー・セクシュアリティ
に関するリソースセンターとして開設。早稲田
大学におけるジェンダーおよびセクシュアリ
ティの多様性と流動性を尊重するべく、「大学
生活全般において不利益を被りうる多様なマイ
ノリティ学生が、安心して学業に専念できる学
生生活環境の確保」、「大学に集う全構成員が多
様な価値観や生き方を受容するキャンパスづく
りの推進」という２つの理念に沿って、当事者
の支援および啓発活動に取り組んでいる。

（8） 全学副専攻制度
　学術的副専攻と学際的副専攻があり、合わせ
て23テーマを用意。学術的副専攻は、自分の専
門分野と異なる学問分野を学び、その分野にお
ける基本的なものの見方や考え方を身につけ、
複眼的視点を養う。学際的副専攻は、自分が関
心を持つ社会的問題や学問的な課題について、
幅広い視野から考え、複数の学問的な切り口か
ら分析する手法を学ぶ。
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